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が
３
日
、
東
北
大
へ
の
取

材
で
判
明
し
た
。
教
員
が

受
験
生
に
試
験
問
題
の
内

容
を
漏
ら
し
た
疑
い
も
あ

り
、
東
北
大
が
教
員
や
受

験
生
ら
に
聞
き
取
り
調
査

を
進
め
て
い
る
。

東
北
大
に
よ
る
と
８
月

上
旬
、
東
北
大
の
学
生
か

の
試
験
問
題
で
、
大
学
側

が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
選

択
科
目
の
「食
品
化
学
」
で

出
題
予
定
だ

っ
た
３
間
の

う
ち
２
間
が
、
学
生
の
指

摘
通
り
の
内
容
だ

っ
た
。

大
学
側
は
２
間
を
差
し
替

え
て
予
定
通
り
試
験
を
実

施
。
５３
人
が
受
験
し
た
。

う
。

「食
品
化
学
」
を
選

択
し
た
の
は
１６
人
の
受
験

生
で
、
全
員
が
９
月
２
、

３
日
に
再
試
験
を
受
け

た
。
最
初
の
試
験
と
再
試

験
の
問
題
は
、
い
ず
れ
も

東
北
大
大
学
院
農
学
研
究

科
内
で
作
成
し
た
と
い

う
。
　

　

【遠
藤
大
志
】

に
残
り
、
後
進
を
指
導
す
る

意
向
を
明
か
し
て
い
た
。

（
１６
面
に
関
連
記
事
）

白
鵬
は
同
日
、
東
京
都
墨

笑
顔
で
日
本
国
籍
を
取
得
し
た

思
い
を
語
る
自
鵬

（左
）
＝
東

京
都
墨
田
区
の
宮
城
野
部
屋
で

３
日
、
松
田
嘉
徳
撮
影

た
。自

鵬
は
２
０
０
１
年
春
場

所
初
土
俵
。
０７
年
夏
場
所
後

に
第

６９
代
横

綱

に
昇
進

し

た
。
１５
年
初
場
所
で
大
鵬
を

抜
く
最
多
３３
回
目
の
優
勝
を

果
た
し
、
１７
年
名
古
屋
場
所

で
魁
皇

（
現
浅
香
山
親
方
）

の
歴
代
最
多
通
算
１
０
４
７

「
相撲発展のブ

人
目
。
白

相
撲

一
筋

と
が
今
日

思

っ
て
い

か
ら
こ
そ

で
き
た
。

め

一
生
懸

き
た
い
」

【村
社
拓

孤
独
な
母
、作
ら
な
い

５
月
下
旬
、
名
古
屋
市
昭

和
区
の
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
で
、
双
子
や
三
つ
子
を

育
て
る
家
族
の
交
流
会
が
あ

っ
た
。
企
画
し
た
の
は

「あ

い
ち
多
胎
ネ

ッ
ト
」
。
愛
知

県
豊
田
市
で
昨
年
１
月
、
三

つ
子
の
母
親
が
生
後
Ｈ
力
月

の
次
男
を
死
な
せ
た
事
件
を

受
け
、
設
立
さ
れ
た
。

理
事
長
の
日
野
紗
里
亜
さ

ん

（３１
）
も

三

つ
子

の

母
親

だ
。

「事
件
の
原
因
は
母
親

が
孤
独
に
な

っ
た
こ
と
」
と

分
析
し
、
行
政
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
と
の
連
携
に
力
を

入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
新

た
に
、
双
子
や
三
つ
子
な
ど

が
い
る
家
庭
の
支
援
に
特
化 そ

ら
さ
な
い
で

し
た

ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
や
、

子
ど
も
の

一
時
預
か
り
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

取
材
を
通
し
て
、
こ
う
し

た
当
事
者
に
よ
る
活
動
は
、

よ
り
柔
軟

に

ニ
ー
ズ

に
応

じ
、
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
力

強
い
存
在
だ
と
気
づ
い
た
。

岐
阜
県
で
は
、
全
員
が
多
胎

育
児
の
経
験
者
と
い
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

「ぎ
ふ
多
胎
ネ

ッ
ト
」

が
活
動
し
て
い
る
。
保
健
師

が
家
庭
訪
問
す
る
時
や
、
健

康
診
断
に
行
く
母
子
に
同
行

す
る
ほ
か
、
妊
婦
と
家
族
向

け
の
教
室
を
開
く
。
行
政
や

病
院
と
連
携
す
る
産
前
産
後

の

一
員

し

た
支
援

が
特
徴

だ
。
ス
タ

ッ
フ
の
野
村
万
里

子
さ
ん
（５１
）
は

「県
内
の
多

胎
家
庭
の
半
分
以
上
は
把
握

で
き
て
い
る
と
思
う
」
。

事
件
の
あ

っ
た
豊
田
市
の

マ
ン
シ

ョ
ン
周
辺
で
も
、
変

化
が
あ

っ
た
。

「三
つ
子
が

近
所
に
い
る
こ
と
を
知
ら
な

か

っ
た
」
と
振
り
返
る
公
務

員
、
安
川
和
博
さ
ん
（
４０
）
と

綾
子
さ
ん
（３８
）
夫
妻
は
現
場

か
ら

５
分

ほ
ど

の
所

に
住

む
。
事
件
後
、
近
所
の
和
合

公
園
で
毎
月
１
回
、
地
域
の

家
族
や
子
ど
も
た
ち
が
交
流

す
る
企
画

「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
ｌ
ｉ

ｆ

ｅ

（パ
ー
ク
ラ
イ
フ
）
」

を
始
め
た
。
テ
ン
ト
が
目
印

で
、
誰
も
が
好
き
な
時
に
訪

れ
、自
由
に
過
ご
せ
る
。

「
一

人

一
人
が
関
心
を
広
く
持
て

ば
、
関
わ
り
を
増
や
せ
る
。

自
分
た
ち
か
ら
で
も
、
少
し

で
も
隣
近
所
の
人
に
手
を
差

し
伸
べ
ら
れ
る
環
境
に
な
れ

ば
い
い
」

６
月
末
に
訪
ね
た
。
親
子

が
笑
顔
で
語
ら
い
、
子
ど
も

た
ち
が

元
気

に
駆

け

て

い

た
。
事
件
の
あ

っ
た
マ
ン
シ

ョ
ン
が
見
え
る
。
こ
の
子
た

ち
の
元
気
な
声
が
、
孤
独
な

育
児
に
悩
む
人
に
届
い
て
ほ

し
い
―
―
強
く
願

っ
た
。

豊
田
市
の
事
件
の
母
親
は

行
政
や
医
療
機
関
に
度
々
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
い
た
が
、
職

員
ら
は
そ
れ
を
見
過
ご
し
、

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
な
か

っ
た
こ
と
も
浮
か
び
上
が

っ

た
。
市
の
外
部
検
証
委
員
会

も

「
（市
側
に
）
多
胎
児
支

援
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て

芽吹き始めた支援の輪

事件現場近くの公園。テン トには親子が集い、語らう姿が

あつた=愛知県豊田市で 6月、細川貴代撮影

い
な
か

っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

検
証
を
も
と
に
、
多
胎
児
家

庭
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
新

た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
件
を
知
り

「我
が
事
」

と
捉
え
た
人
々
が
、
行
動
を

始
め
た
。
そ
れ
は
時
に

「お

せ

っ
か
い
」
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
そ
ん
な
人
間
関
係
こ

そ
が
、
誰
も
が
子
育
て
し
や

す
い
社
会
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
。

＝
お
わ
り

◇

こ
の
連
載
は
細
川
貴
代
が

担
当
し
ま
し
た
。

ご意見や情報をお寄せくださ

い。〒453-6109名 古屋市中村

区平池町 4の 60の 12 毎日新聞
中部報道センター「目をそらさ

ないで」取材班。メールはc.r

eportage@Inainichi.co.jp

韓

国

大
使
館

に

銃
弾
？
入
り
封
書

東
京
都
港
一一ム
の
在
日
韓

国
大
使
館
∵
・読
弾
の
よ
う

な
金
属
と
塞
一一通
文
が
入

っ

た
封
書
が
送
う
付
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
３
日
、
警

視
庁
麻
布
署
な
ど

へ
の
取

材
で
明
ら
す

・こ
な

っ
た
。

同
署
や
一一一査
関
係
者
に

よ
る
と
、
一一
書
は
８
月
２７

日
に
郵
送
て
麗
い
た
。
李

沫
勲

。
前
〓
一〓
韓
国
大
使

宛
て
で
差

二
人
は
書
か
れ

て
お
ら
ず
、
一彙
箋
１
枚
に

「韓
国
人
を
三
っ
て
い
る
」

と
い

っ
た
書
一≡
の
文
章
が

書
か
れ
て
ヽ
■
と
い
う
。

同

署

は
圭
属
を

鑑

定

し
、
差
出
Ｌ
ι
特
定
な
ど

を
進
め
る
．
【一二本電一一本・ウ４】

テ
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